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本発表の内容は、全て発表者の個人的見解です。筆者が所属する組織
（名古屋大学大学院環境学研究科、名古屋大学国際環境人材センター）
の公式見解とは関係がありません。
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簡単な自己紹介0

目的

　　アジア・アフリカにおける地球環境問題に

　　 対して具体的な問題解決方策を提案・実施

できる次世代の環境リーダーを育成する

目的

　　アジア・アフリカにおける地球環境問題に

　　 対して具体的な問題解決方策を提案・実施

できる次世代の環境リーダーを育成する

対象学生

　　大学院生

　　環境学研究科都市環境学専攻

　　 工学研究科社会基盤工学専攻博士課程前期課程

　　（留学生10名程度、日本人5名程度）

　　講義は全て英語

　　　

対象学生

　　大学院生

　　環境学研究科都市環境学専攻

　　 工学研究科社会基盤工学専攻博士課程前期課程

　　（留学生10名程度、日本人5名程度）

　　講義は全て英語

　　　

対象分野

地球温暖化対策

水・廃棄物対策

生物多様性保全

対象分野

地球温暖化対策

水・廃棄物対策

生物多様性保全
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　　生物多様性と生物遺伝資源1

導入　その1　卑近ではあるがわかりやすい例

日曜ドラマ「仁」
高い視聴率

現代の脳外科医がタイムスリップして江戸時代へ

伝染病の治療薬として青カビから抗生物質を抽出しようと試みる

抽出に成功し患者が一時回復

現代の脳外科医がタイムスリップして江戸時代へ

伝染病の治療薬として青カビから抗生物質を抽出しようと試みる

抽出に成功し患者が一時回復

カビが医薬品という資源となる

「技術」「知識」がなければ、カビはただのカビ

カビが絶滅することは、医薬品の開発機会が永久に失われる

カビが医薬品という資源となる

「技術」「知識」がなければ、カビはただのカビ

カビが絶滅することは、医薬品の開発機会が永久に失われる

66

学名： Catharanthus roseus 
別名： ビンカ、periwinkle 
科属名： キョウチクトウ科ニチニチソウ属
多年草： 花色は白、桃色、赤紫があり。

写真出所：　http://www.kagiken.co.jp/new/kojimachi/hana-nichinichisou_large.html

ニチニチソウ

導入　その2　頻繁に引用される事例
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　1950年代、マダガスカルのニチニチソウに、

　　喉痛・肋膜炎・糖尿病に効果があるという情報。

（1960年代、米国の国立癌研究所(NCI)は、抗癌作用のある植物を探索）

　糖尿病などに効果はなかったが、

　　その後、ニチニチソウから、

　　抗癌作用を持つビンクリスチン（vincristine）とビンブラスチン（vinblastine）

　　という2つの物質を「発見」。

　ビンクリスチンは、小児白血病に効果があり、

　　1957年以前には死亡率が95%であったこの疾病の生存率を84%まで引き上げた。

　製薬会社イーライ・リリー社(Eli Lilly)は、1963年に同抗癌剤を発売し、

　　1985年には年間売上が1億ドルに達した。

　1950年代、マダガスカルのニチニチソウに、

　　喉痛・肋膜炎・糖尿病に効果があるという情報。

（1960年代、米国の国立癌研究所(NCI)は、抗癌作用のある植物を探索）

　糖尿病などに効果はなかったが、

　　その後、ニチニチソウから、

　　抗癌作用を持つビンクリスチン（vincristine）とビンブラスチン（vinblastine）

　　という2つの物質を「発見」。

　ビンクリスチンは、小児白血病に効果があり、

　　1957年以前には死亡率が95%であったこの疾病の生存率を84%まで引き上げた。

　製薬会社イーライ・リリー社(Eli Lilly)は、1963年に同抗癌剤を発売し、

　　1985年には年間売上が1億ドルに達した。

88

生物多様性は、「資源」を含むという認識が重要生物多様性は、「資源」を含むという認識が重要

産業分野
Industries

市場規模
US$ billion

医薬品　Pharmaceuticals 75-150

植物由来の医薬品　Botanical medicines 20-40

農業製品（主に、種子）Agricultural Products
(Commercial sales of agricultural seeds)

300-450

園芸・観葉植物Ornamental horticulture products 16-19

農薬など
Crop protection products

0.6-3

前述以外のバイオ関連商品Biotechnologies in the fields other 
than healthcare and agriculture

60-120

化粧品　Personal care and cosmetic products 2.8-2.8

合計 Total 500-800

生物遺伝資源関連市場生物遺伝資源関連市場

出所　：　Kate, T. K. and Laird, S. A (1999) The commercial use of biodiversity –access to genetic resources and benefit-
sharing, Earthscan
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用語について用語について

遺伝資源(genetic resources)　生物多様性条約15条は、この用語を使用
生物多様性条約での定義：
"Genetic resources" means genetic material of actual or potential value. 
"Genetic material" means any material of plant, animal, microbial or other origin containing 
functional units of heredity. 

生物資源 (biological resources) 遺伝資源よりより一般的。生物多様性条約以外の分
野で、古くから存在。
生物多様性条約での定義：
Biological resources" includes genetic resources, organisms or parts thereof, populations, or any 
other biotic component of ecosystems with actual or potential use or value for humanity.

生物遺伝資源 (biological and genetic resources)　これら両方を含む表現。
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　　生物遺伝資源の経済的価値2

「価値」とは何か？
価値あるもの　Valuable 
価値のないもの　Valueless
価値の測りようのないもの　Invaluable

哲学の問題　価値観の問題

「経済的価値」とは何か？
貨幣価値を持つもの　（好むと好まざるとに関わらず）

貨幣価値の数値を具体的に計算できるものもあれば、そうでないものもある　

計算できないからといって、経済的価値がないとは、いえない。経済的価値は
あるにちがいないが、計算する方法がないということがある。

「価値」とは何か？
価値あるもの　Valuable 
価値のないもの　Valueless
価値の測りようのないもの　Invaluable

哲学の問題　価値観の問題

「経済的価値」とは何か？
貨幣価値を持つもの　（好むと好まざるとに関わらず）

貨幣価値の数値を具体的に計算できるものもあれば、そうでないものもある　

計算できないからといって、経済的価値がないとは、いえない。経済的価値は
あるにちがいないが、計算する方法がないということがある。
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評価手法と具体的な経済的価値の例評価手法と具体的な経済的価値の例

経済的価値の試算「生物多様性」

生態系生態系

種種

遺伝子遺伝子

伝統的な需要理論に基
づく手法

多数の研究がある

伝統的な需要理論に基
づく手法

多数の研究がある

単純な物理的関係によ
るもの

たくさんの試算がある

単純な物理的関係によ
るもの

たくさんの試算がある

経済的価値の試算経済的価値の試算

表明選考法
CVMなど

表明選考法
CVMなど

生産高への影響を
計算する

単純に市場価格を
調べる

生産高への影響を
計算する

単純に市場価格を
調べる

代表的な事例代表的な事例

森林環境税など

1,000円の支払意志額　
×　
住民数　100,000
＝　100,000,000円
森林生態系には、
1億円の経済的価値

森林環境税など

1,000円の支払意志額　
×　
住民数　100,000
＝　100,000,000円
森林生態系には、
1億円の経済的価値

生産高への影響を
計算する

森林の水源環境機能が失
われ
この結果下流の1億円の
農業生産が10%減
森林生態系の価値は
1,000万円

生産高への影響を
計算する

森林の水源環境機能が失
われ
この結果下流の1億円の
農業生産が10%減
森林生態系の価値は
1,000万円
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経済的価値の試算「生物遺伝資源」

(生態系)(生態系)

種種

遺伝子遺伝子

伝統的な需要理論に基
づく手法

種に関しては研究があ
る

遺伝子に関しては
困難

伝統的な需要理論に基
づく手法

種に関しては研究があ
る

遺伝子に関しては
困難

単純な物理的関係によ
るもの

種に関してはある

遺伝子に関しては
困難

単純な物理的関係によ
るもの

種に関してはある

遺伝子に関しては
困難

経済的価値の試算経済的価値の試算

表明選考法
CVMなど

表明選考法
CVMなど

生産高への影響を
計算する

単純に市場価格を
調べる

生産高への影響を
計算する

単純に市場価格を
調べる

注意事項注意事項

結論を出すことは可能

ただし、それが
生物遺伝資源の価値なの
かは
議論の余地がある
Cf. レクリエーションの価値

結論を出すことは可能

ただし、それが
生物遺伝資源の価値なの
かは
議論の余地がある
Cf. レクリエーションの価値

生鮮食品などでは、
試算は可能

医薬品開発などについて
は、困難

生鮮食品などでは、
試算は可能

医薬品開発などについて
は、困難

1414

経済的価値の評価の例経済的価値の評価の例

The value of the world’s ecosystem services and natural capital, by R. Constanza and 
et al, Nature, Volume 387: 253-260, (1997)
評価対象：　世界の生態系
評価手法　先行研究の整理
金額　US$16–54 trillion per year

The value of the world’s ecosystem services and natural capital, by R. Constanza and 
et al, Nature, Volume 387: 253-260, (1997)
評価対象：　世界の生態系
評価手法　先行研究の整理
金額　US$16–54 trillion per year

The economic value of forest ecosystems (2003), Ecosystem Health, Volume 7(4) 
December: 284-296, by D. W. Pearce. 
評価対象：　森林
評価手法：　先行研究の整理
金額　次ページ参照

The economic value of forest ecosystems (2003), Ecosystem Health, Volume 7(4) 
December: 284-296, by D. W. Pearce. 
評価対象：　森林
評価手法：　先行研究の整理
金額　次ページ参照

独立行政法人製品評価技術基盤機構(NITE)
評価対象：　微生物（菌株）
評価手法：　コンジョイント分析
金額　次々ページ参照

独立行政法人製品評価技術基盤機構(NITE)
評価対象：　微生物（菌株）
評価手法：　コンジョイント分析
金額　次々ページ参照
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D. W. Pearce.The economic value of forest ecosystems (2003), Ecosystem Health, Volume 7(4) December: 284-296, p.293.

1616

微生物資源の価値

単位：円

標準的 47,900

機能・代謝物が明らか 94,300

新種 8,500

熱帯原産（未同定） -93,400

熱帯原産（同定済） 17,000

出所：　独立行政法人製品評価技術基盤機構（NITE)）（2006）
「平成17 年度委託調査成果報告書『微生物資源の経済価値に関する調査』」、p.9。
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生物遺伝資源
の経済的価値

技術の介在

熱帯雨林の中にあるままでは、
経済的価値はマイナス！

もちろん「価値」はある
「将来の経済的価値」はある

水源涵養機能などもあるので
森林の経済的価値は合計すると
プラス

1818

ABSと経済的価値3

11

生物多様性の保全

33

遺伝資源の利用から生
ずる利益の公正
かつ衡平な配分

22

その構成要素の
持続可能な利用

生物多様性条約　CBD
バランスのとれた3つの目的

生物多様性条約　CBD
バランスのとれた3つの目的
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相互に連関しあったもの
切り離されるべきものではない

相互に連関しあったもの
切り離されるべきものではない

ABSという仕組みにより
保全自体が促進

ABSという仕組みにより
保全自体が促進

2020

なぜ切り離されるべきではないか？
あるいは、相互に連関し合っているか？

なぜ切り離されるべきではないか？
あるいは、相互に連関し合っているか？

生物多様性豊かな原生林

保全される限りにおいて
将来にわたって利用できる
遺伝資源・生物資源
ABSという仕組みが機能すればジ
レンマに陥ることなく、保全と資源
の利用が可能
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金銭的便益と非金銭的便益金銭的便益と非金銭的便益

2222

経済発展、生物遺伝資源、金銭的便益と非金銭的便益経済発展、生物遺伝資源、金銭的便益と非金銭的便益

経済成長

一次産品
Primary good 
production

一次産品
Primary good 
production

軽工業（輸入代替）
Import-substitution 
industrialisation

軽工業（輸入代替）
Import-substitution 
industrialisation

重工業・精密機械（輸出振興）

Export-oriented 
industrialisation

海外直接投資　FDI
技術移転

資源へのアクセス

ハイテク産業
バイオ、ナノ、
ソフトウェア

ハイテク産業
バイオ、ナノ、
ソフトウェア

産業構造の変化

海外直接投資　FDI
技術移転

資源へのアクセス

海外直接投資　FDI
技術移転

資源へのアクセス

非金銭的便益
技術の移転

非金銭的便益
技術の移転

非金銭的便益
技術の移転

非金銭的便益
技術の移転

非金銭的便益
技術の移転

非金銭的便益
技術の移転

人的資源、地勢的資源、鉱物資源、生物遺伝資源などを求めて「投資」人的資源、地勢的資源、鉱物資源、生物遺伝資源などを求めて「投資」
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例えば
人的資源の
国際市場
での
経済的価値

技術（ノウハウ）
の介在

そのままでは職場で通用しない教育・
訓練を受けさせる
必要がある

外資は、この教育・訓練に
お金がかかるので
最初はマイナスと評価

優遇税制などで外資を誘致
免税などでマイナス分を
補填して誘致する

2424

経済が発展して
国民が豊かになる

Shareする「源」が

増える

技術・能力

技術・能力

技術・能力

技術・能力

金銭的便益
もちろん、大事である
しかし、使えば消えてしまう
投資にまわされるのは残った

分のみ
全ての人に行き渡らない

非金銭的便益
短期的にはお金にならない
技術・能力の蓄積は、国全体

の発展につながる
結果的には大きく得をする（損

することもあるが）

生物遺伝資源

生物遺伝資源

生物遺伝資源

生物遺伝資源

生物遺伝資源の「量」は変わらない
賦存量は最初から与えられている
大事なことは技術・能力＝アクセスにより移転される
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なぜ生物多様性を保全するのか？なぜ生物多様性を保全するのか？

なぜ保全？

かけがえのない自然
Irreplaceable 

nature 

本源的価値
Intrinsic value

必要物
Necessities of life

資源　Resources

生態系サービス
Ecosystem services

26262626

Millennium Ecosystem Assessment編（横浜国立大学21世紀COE翻訳委員会訳）（2007）『国連ミレニアムエコシステム評価　－　生態系サービスと人類の将

来』オーム社
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生物多様性が破壊されると、我々の命を救うかもしれない貴重な将来の「資源」を利用する機会が失われる。
それらは、価値と経済的価値を有する。

2828

一般に、二者が共同作業を行う時、
①両方が得をする、②一方のみが得をする、③両者が損をする、
という3つのケースがある。賢いはずの人でも、不十分な情報や経験の違い、あるいは、偏った先入観や私欲などのために判
断を誤り、結果として③を選ぶことがありうる。我々は、アジア諸国との議論に参加し、ASEANの枠組み協定が①を目指した
協定になるように協力したいものである。

出所：　炭田精造（2002）、p.19。
（第4節　アジアで何が起こっているか、の文脈にて）

資源利用国資源利用国

資源提供国資源提供国

①
両
方
が
得
を
す
る

②
一
方
の
み
が
得
を
す
る

③
両
者
が
損
を
す
る

CBD　ABS IR　のあるべき姿CBD　ABS IR　のあるべき姿
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そもそも
資源がなければ
技術がなければ

資源へのアクセスがなければ

ここにたどり着くことができない！！！

そもそも
資源がなければ
技術がなければ

資源へのアクセスがなければ

ここにたどり着くことができない！！！

資源利用国資源利用国

資源提供国資源提供国

①
両
方
が
得
を
す
る

②
一
方
の
み
が
得
を
す
る

③
両
者
が
損
を
す
る
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COP10でのABSの国際的枠組み（IR）交渉は、
法的拘束力を持たせるという目的ではなく

この配分の源を最大にし、かつ、公正かつ衡平に、かつ、効率的であるためには
どのような枠組みが最適かについて

資源利用国、資源提供国、すべての締約国が議論をすべき
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資源利用国資源利用国

資源提供国資源提供国

①
両
方
が
得
を
す
る

②
一
方
の
み
が
得
を
す
る

③
両
者
が
損
を
す
る

短期的な金銭的便益のみ考えたら配分は少ないかもしれない。
しかし、長期的かつ非金銭的便益を考えたら資源提供国の得る便益は大きい
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